
インコヒーレント波源による放射電磁界の測定法の検討
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� まえがき
���分野における課題として，インコヒーレントな

波源からの放射電磁界の評価がある．これに対し筆者ら
は，���� ���� ������ ���� �����! 法 "#$ のインコ
ヒーレント波源への適用について，数値シミュレーショ
ンを用いて検討したので報告する．
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波源を囲む球面上の� 点の測定点において，電界の

�� �成分�� �! � % #� &� � � � � &�!を測定する．各測定点，
電界成分間の相関は，
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と計算され，以下のような &� � &� の相関行列
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を生成する．例えば，��� は，�成分に対する �成分の
相関を表す� �� の測定点間の相関行列となっている．
相関行列�に対し，
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のように固有値分解を施す．得られた固有値を大きい順
に並べ，��  ��  � � �  ��  ��  ����  � � �  ���
のように雑音スペクトル密度と比較することで，�個の
等価波源が得られる．�	 # � � � �!に対応する固有ベ
クトル �	 を用いて，� 番目の等価波源が放射する近傍
界は

�
�	�	 と表せる．各々の近傍界に対して球モード

に基づいた遠方界変換を適用すれば，それぞれの等価波
源が放射する遠方界を推定することができる "&$．

	 数値シミュレーション
&つの半波長ダイポールアンテナがインコヒーレント

に励起された図 #のようなモデルを波源とした．シミュ
レーションのために，ダイポールアンテナ上の電流分布
を正弦関数状の電流分布と仮定し，式  #!での電界を計
算した．周波数等の諸元は表 #に示す．本手法を適用す
ると，波源は &つの等価波源によって表された．それぞ
れの等価波源が放射する遠方界は図 &, *となった．


 まとめ
インコヒーレント波源に対する ����法の適用を検

討した．その結果，インコヒーレントな波源を，互いに
直交するコヒーレントな等価波源に分解し，それぞれに
対して近傍界・遠方界変換が適応できることを確認した．
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表 # 解析諸元
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図 # 解析モデル
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図 & #番目の等価波源が放射する遠方界 �� �� �!�
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図 * &番目の等価波源が放射する遠方界 �� �� �!�


